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マイクロソフトが提供する
公認デジタルリテラシーカリキュラム

http://www.microsoft.com/about/corporatecitizenship/citizenship/giving/programs/up/digitalliteracy/default.mspx

ページ後半の
Get Started with Microsoft Digital Literacy 

セクションで、言語 Japaneseを選択



 コンピュータの基本

 インターネットとWorld Wide Web

 生産性向上プログラム

 コンピュータのセイキュリティとプライバシー

 デジタルライフスタイル

 デジタルリテラシー認定テスト

http://www.microsoft.com/about/corporatecitizenship/citizenship/giving/programs/up/digitalliteracy/jpn/Curriculum.mspx

提供されるもの
• E-ラーニング(オンラインとダウンロード版)
• Wordによる解説資料

デジタルリテラシーカリキュラムの内容




